
4章：図形と計量 2：図形への応用

球

155 一辺の長さが aである正四面体 ABCDに外接する球の半径は

である。 （兵庫医科大）

156 図のように，1辺の長さ 2の正方形を底面とす
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る正四角錐ABCDEがあり，その中にちょうどはいる

2つの球 P，Qがある。球 P は正四角錐 ABCDEの

底面および各側面に接し，球 Qは正四角錐 ABCDE

の各側面に接している。さらに 2つの球 P，Qは互

いに接している。正方形 BCDEの面積と △ABCの

面積が等しいとき，

(1) 辺 ABの長さは である。

(2) 球 P の半径は である。

(3) 球 Qの体積は である。

157 右の図は，線分 BCを直径とする円を底面とし，点A

B C
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を頂点とする直円錐である。AB = 6，BC = 6のとき，この

直円錐の中に入る球のうち，体積が最大のものを Oとする。

球 Oの体積を求めよ。

158 右図のように，高さが 1，底面の半径が 2

1

2

の円すいの頂点と底面の周が，球に内接してい

る。この球の体積を求めよ。
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球
半径 r の球について

r

体積 V = 4
3
πr3, 表面積 S = 4πr2

です。あとは球の半径を求めるために立体の切り口を工

夫します。

155 正四面体 ABCDを対称な 2つの図形（立体）に分割すると，外接球の中心は

この切り口の上にあります。さらに，この切り口を対称な 2つの図形（三角形）に分
割すると，外接球の中心はこの切り口の上にあります。

156 2球と側面との接点がどのように表れるか考えましょう。接点と 2球の中心を

含む平面による切り口を考えます。

157 頂点 Aと直径 BCを含む平面による切り口を考えましょう。内接球の中心は切

り口の三角形の内心となります。また，切り口は正三角形となるので，内心は重心に

一致します。

158 円錐の軸を含む平面で切れば，どこで切っても切り口は同じ形となります。
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球

155 点 Aから三角形 BCDに垂線 AHをひくと，AB = AC = AD より Hは三角
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形 BCDの外心であり，三角形 BCDは正三角形より Hは三角形 BCDの重心と一致
する。辺 CDの中点をMとすると，Hは中線 BM上にあるから
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外接球の中心を O，半径を Rとすると

OH =

√
6
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よって，三平方の定理より
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二等辺三角形MABにおいて，MOは∠AMB
の 2等分線だから

AO : OH = AM : MH = 3 : 1

∴ R = OA = 3
4
AH =

√
6
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156 (1) 辺 BCの中点を Fとすると，△ABCの面積
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と正方形 BCDEの面積が等しいので
1
2

· BC ·AF = BC2 ∴ AF = 2 · BC = 4

よって AB =
√

AF2 +BF2 =
√
42 + 12 =

√
17

(2) EDの中点を Gとし，3点A，F，Gを通る平面に

よる切り口を考える。対称性より，2球の中心 P，Qは
この平面上にある。次頁の図のように各点をとると

FH = 1
2
FG = 1

2
× 2 = 1

であり，また

AH =
√

AF2 − FH2 =
√

42 − 12 =
√
15
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球 P の半径を r とおき，さらに，△AFH∽△APIより
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なので，球 Q，P の半径の比は

QJ : PH = 3 : 5

よって
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157 体積が最大となるのは，球が直円錐に内接するときである。

頂点Aと直径BCを含む平面による切り口を考える。△ABCは 1辺の長さが 6の
正三角形なので，内心と重心は一致し，球の中心 Gは正三角形 ABCの重心である。

BCの中点をMとして，GM = BMtan 30◦ = 3× 1√
3

=
√
3なので

（球 O の体積）= 4
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× π(
√
3)3 = 4

√
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158 図のように，円錐の頂点Aと球の中心Oを通
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る平面による切り口を考える。球の半径を rとすると，
OH = r − 1，OC = r より，△OCHに三平方の定理
を用いると

r2 = (r − 1)2 + 22 ∴ r = 5
2

よって，体積は 4
3
π · r3 = 125

6
π である。


